
コロナ対策を粛々と進めます
長根小学校長 弓削 善靖

暑い日が続いたと思ったら、雨が１週間ほど続き、再び暑くなったところで２学期が始まりまし
た。始まったと思ったら、また雨が続き、少し涼しくなってきましたが、この長根だよりが皆さんのとこ
ろに届く頃にはまた暑い日々が戻ってきているのかもしれません。天気は大変不安定な状況です。
天気だけでなく、昨年から始まったコロナ感染防止対策も、新しい株の出現の中で新たな情報

が出てきており、私たちの生活は相変わらず不安が先立つ日々です。学校は、９月３日までは、給
食を食べた後に下校という措置を取りましたが、これまで給食（黙食・全員前を向く）の喫食の対
応が効果があったのか、学校で給食が原因となったクラスターは全国的に見ても起きていないこ
とから、第２週以降は通常の時間割で授業を実施することとなりました。
旧株であっても、最近勢いを増してきている新株であっても、これまで学校で皆で重視してきた

「手洗い」「マスク」「換気」「消毒」などの取り組みを今後も継続し、その質を上げていけるかどう
か（特に手洗いと換気）が今は大切だと考えています。さらに付け加えるならば、これだけ広がって
いる陽性者の、学校での出現可能性が高まっている今、二次感染・三次感染を起こさないような
体制づくりも求められているように思います。陶生病院の武藤先生がまとめられた「学校の感染対
策2021（長根小学校のＨＰでご覧いただけます）」を対策の根拠としながら、今後も基本対策の
継続を進めたいと思っています。小学生の感染事例の多くは子どもどうしの感染ではなく、大人か
らの感染が原因となっています。教職員もワクチン接種を進め、濃厚接触者にならない生活を心が
けています。ご家庭・地域のご協力なくしては、コロナ禍から子どもたちを守ることはむずかしいの
が現状です。何卒、今後も学校の取り組みにご理解をいただけますようお願いいたします。

オンライン会議ツールで行った始業式（左）とオンライン授業に向けたオンライン会議ツール練習の様子（右）
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未来につながる子どもたちへ ㊺

地域の役に立つチャンス！
一人暮らしのお年寄りを特殊詐欺から守る

長根連区自治協議会の会長さんが学校に来られ
て、自治会の新しい試みについてお話を聞きました。
「お年寄りの特殊詐欺の被害が増えている。何とか
して長根地区のお年寄りを詐欺から守りたい。電話
の横に置ける三角ポップを作成し、そこに子どもた
ちのメッセージと絵を入れたい。」
１学期には、５年生の竹取り、日常的には今年度始

まった「ながら防犯」の取り組み、また草刈りと見守り
隊の活動と普段から子どもたちのために学校と歩調
を合わせて活動していただいている自治会の活動で
子どもたちが活躍するチャンスをいただけたことは、本
当にありがたいことです。
たくさんの長根っ子が、ぜひ参加したいと応募し、

先日説明会を行いました。９月末にどんな素敵な作品
が集まってくるか、とても楽しみです。

今年の夏休みの学習会は、全８回、７月に４日、８月に４日を予定していました。緊急事態宣言
の発出により、８月の最終日は中止となってしまいました。しかし、昨年以上にたくさんの長根っ子たちと
水無瀬中学校・聖カピタニオ女子高校・瀬戸西高校の生徒さんたち・愛知教育大学の学生の皆さんと
の素敵な交流の様子を見ることができ、本当にありがたかったです。ねこＳＡＰＯ通信にもデータが載る

予定ですが、子どもたちのアンケートに項目にある、「いつか自分もボランティアとして何かの活動に参

加したいと思いますか？」の質問に対し、はいと答える子どものパーセンテージは、アンケートを取り始め

て以来、毎年上がってきています。こうして長根小学校で育った子どもたちが、将来の住みよいまちづくり
に貢献することが私たちの願いでもあります。
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子どもたちに配付したプリント


